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正会員数 90７名　賛助会員 47個人・50団体（９月末現在）

会 報
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P2	 事業普及啓発促進月間

	 市長・議長へ要請活動

P3	 安全標語入選発表・安全講習会

P4	 会員の状況・就業状況について

P5	 わが街自慢

P6～ 7	会員のひろば

P8	 人あり・技あり・心あり

	 女性部会だより

P9	 就業会員を訪ねて

　　　　新入会員紹介

P10	 事務局だより 
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高
齢
者
人
口
が
三
千
万
人
を
超
え
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
提
唱
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

働
く
意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
生
涯
現
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

役
割
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
時
に
当
た
り
、
十
月
の
事
業
啓
発
普
及
促
進
月
間
に
お
い
て

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
地
域
へ
の
一
層
の
普
及
と
就
業
機
会

の
確
保
・
拡
大
、
人
的
基
盤
で
あ
る
会
員
の
増
員
を
柱
と
し
て
、
全
国

規
模
で
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
全
国
各
地
域
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
仲
間
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
も
地
域
に
お
け
る
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

一
　
事
業
の
実
施
期
間

　

十
月
一
日
（
水
）
か
ら
十
月
三
十
一
日
（
金
）

二
　
事
業
の
実
施
内
容

　

①�　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
に
よ
る
安
全
就
業
推

進
大
会
へ
の
参
加

　

②�　

会
員
互
助
会
文
化
祭
に
お
け
る
活
動
風
景
パ
ネ
ル
の
展
示

　

③�　

役
職
員
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕
活

動
の
実
施

　

④�　

普
及
啓
発
活
動
内
容
等
の
市
役
所
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
情
報

提
供

　

⑤　

役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
の
実
施

　

⑥　

会
員
に
よ
る
一
：
一
（
イ
チ
イ
チ
）
運
動
の
一
層
の
推
進

10月は事業普及啓発促進月間です

―地域活動の一層の推進を―

　

六
月
二
十
六
日
に
平
成
二
十
六
年
度

全
シ
協
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し

い
情
勢
を
訴
え
、「
補
助
金
と
公
共
事

業
の
発
注
に
つ
い
て
、
今
年
度
以
上
の

確
保
」
と
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
財
政
状
況
を
勘
案
し
た
公
益
法
人
認

定
方
法
の
改
正
」
を
強
く
お
願
い
す
る

決
議
文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

�

市
長
・
議
長
へ
要
請
活
動
を
展
開

全
シ
協
総
会
決
議
を
受
け
、

受
け
て
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
県
や
市
町
村
に
対
し
要
請
活
動

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
七
月
二
十
四
日
、

山
形
市
長
お
よ
び
山
形
市
議
会
議
長

へ
、理
事
長
・
常
務
理
事
の
二
名
で
「
今

後
と
も
継
続
し
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
」
と
強
く
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

市川市長に要望内容を説明する長瀬理事長

要望書を受け取る加藤議長
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八
月
五
日
、山
形
テ
ル
サ
に
て
、第
十
一
回
安
全
就
業
標
語
入

選
発
表
会
が
行
わ
れ
、
応
募
数
二
百
五
十
一
編
の
中
か
ら
、
最

優
秀
作
品
一
編
、
優
秀
作
品
二
編
、
佳
作
六
編
が
入
選
発
表
さ

れ
ま
し
た
。入
選
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｉ
社
会
情
報
シ
ス
テ
ム
（
株
）
兼
永
敏

博
氏
を
講
師
に
、「
会
員
を
取
り
巻
く
状
況
と

安
全
就
業
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
「
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
・
高

齢
社
会
で
高
齢
者
が
働
く
意
義
」
に
つ
い
て

話
を
さ
れ
、
高
齢
者
数
は
二
〇
三
〇
年
に
は

三
千
六
百
八
十
万
人
を
超
え
、
高
齢
化
率
は

三
十
一
・
六
％
に
達
す
る
と
の
こ
と
。そ
う
し
た

環
境
の
中
で
「
ど
う
社
会
と
か
か
わ
り
合
い
を

持
ち
、
健
康
で
働
き
、
生
き
が
い
を
持
つ
生
き

方
が
で
き
る
か
」
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
で
し
た
。

　

次
に
「
セ
ン
タ
ー
の
組
織
と
運
営
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
班
と
職
群
班
の
課
題
と
検
討
、
職

群
班
が
活
性
化
し
た
活
動
事
例
等
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
安
全
就
業
の
た
め
に
」
つ
い
て
は
、

人
間
に
は
ミ
ス
や
見
落
と
し
は
つ
き
も
の
、
こ

れ
を
完
全
に
無
く
す
る
事
は
む
ず
か
し
い
「
大

切
な
事
は
要
因
の
段
階
で
こ
れ
を
見
つ
け
、
処

置
す
る
事
・
作
業
手
順
を
守
り
、
会
員
自
身
が

安
全
を
確
認
す
る
事
」
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
山

形
Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
勉
強
に
な
る
安
全
講
習
会
で

し
た
。

安全標語入選発表会・安全講習会の開催第1１回

安
全
講
習
会

安
全
標
語
入
選
作

最
優
秀

優
　
秀

佳
　
作

慣
れ
た
作
業
に
　
落
と
し
穴
　
声
か
け
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

安
全
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
沢
地
区
　
黒
木
　
和
子
）

シ
ル
バ
ー
の
　
知
恵
を
出
し
合
い
　
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
（
鈴
川
一
地
区
　
石
澤
　
幸
男
）

ま
あ
・
い
い
か
！
　
気
持
ち
の
ゆ
る
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
（
西
地
区
　
古
郡
興
二
郎
）

「
気
を
つ
け
て
」　
そ
の
一
言
が
　
事
故
な
く
す
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
地
区
　
長
谷
川
德
治
）

事
故
ゼ
ロ
に
　
し
っ
か
り
生
か
そ
う
　
共
助
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
地
区
　
佐
藤
美
紀
子
）

無
事
故
に
は
　
仲
間
と
声
か
け
　
安
全
就
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
川
一
地
区
　
石
澤
　
幸
男
）

い
つ
も
の
仕
事
に
　
油
断
あ
り
　
慣
れ
合
い
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
川
二
地
区
　
武
田
　
忠
征
）

気
を
抜
く
な
　
心
に
し
っ
か
り
　
安
全
ベ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
・
椹
沢
地
区
　
渡
辺
　
重
則
）

慣
れ
る
程
　
初
心
に
か
え
れ
　
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
井
地
区
　
稲
村
　
勝
美
）

　
　
安
全
就
業
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
矢
代
　
鉄
也

入選作品の表彰安全講習会
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会員の状況・就業状況について
平成26年４月～平成26年８月末まで（上半期）

月別 入 会 者 数 退 会 者 数 当月末会員数 備　　　　考

26.3.31 　980 前年度末会員数

４　月 31（男 22、女  9） 0  　　　　　　　 1,011

５　月 6（男  6、女  0） 133（男 94、女 39） 　884

６　月 16（男 14、女  2） 1（男  1、女  0） 　899

７　月 5（男  4、女  1） 1（男  1、女  0） 　903

８　月 7（男  6、女  1） 2（男  2、女  0） 　908

合　計 65（男 52、女 13） 137（男 98、女 39） 　908 男：708　女：200

①会員の状況

区　　　　分 職　　　　群 就 業 延 人 数 備　　　　　考

一 般 受 注

技 術 群 0 経理事務、パソコン作業　など

技 能 群 20,173 襖張り、障子張り、剪定　など

事 務 整 理 群 1,752 賞状筆耕、統計事務　など

管 理 群 17,724 駐車場管理、施設管理　など

折 衝 外 交 群 82 量販店での作業　など

一 般 作 業 群 14,357 除草、草刈り、清掃　など

サ ー ビ ス 群 443 病院での洗濯、らくらく応援隊　など

計 54,531

独 自 事 業

自 転 車 再 生 10

家 具 リ サ イ ク ル 2

即 売 会 0

計 12

子 育 て 支 援 子 育 て 支 援 551

合　　　計 55,094

②就業状況
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地域
紹介 パート

Ⅱわが街自慢

樋
口
　
健
一

堀
　
修
二

西

地

区

蔵
王
地
区

　

我
が
街
西
地
区
は
、
山
形
市
の
西

部
に
位
置
し
西
田
・
江
南
・
下
条
町

の
三
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
な
る
広
範
囲
な

地
区
で
編
成
さ
れ
、
西
小
学
校
を
中

心
に
正
方
形
な
形
を
し
た
地
区
が

我
々
の
街
で
す
。

　

四
十
年
前
は
周
り
一
帯
が
水
田
風

景
で
し
た
が
、
山
形
市
街
化
区
域
の

計
画
で
昭
和
四
十
八
年
に
住
宅
地
に

変
貌
し
た
為
、
歴
史
的
な
建
造
物

等
々
は
な
い
が
、
地
区
に
は
大
小

合
わ
せ
て
十
箇
所
の
公
園
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

る
西
田
中
央
公
園
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
設
立
は
土
地
区
画

整
理
組
合
が
住
宅
地
に
開
発
し
た

時
に
、
山
形
市
が
公
園
と
し
て
造

成
し
地
区
民
が
維
持
管
理
し
て
い

る
公
園
で
す
。

　

公
園
の
敷
地
に
は
ホ
ー
ル
と
和

室
が
あ
る
集
会
所
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
等
が
出
来
る
グ
ラ
ン
ド
・
子
供

達
が
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

遊
具
施
設
、
春
に
は
桜
や
つ
つ
じ

が
咲
き
ほ
こ
り
、
小
高
い
丘
に
は

東
屋
が
あ
る
自
慢
の
で
き
る
公
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
の
行
事
は
元

よ
り
、
中
学
校
の
部
活
や
ス
ポ
少
の

行
事
な
ど
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
区
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

立
派
な
公
園
を
守
る
た
め
に
、
微
力

な
が
ら
西
地
区
会
員
一
同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

開
湯
一
九
〇
〇
年
、
長
い
年
月
を

経
て
蔵
王
温
泉
は
硫
黄
泉
の
湯
と
し

て
、
湧
き
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

す
べ
て
を
語
る
事
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
現
在
の
御
風
呂
や
街
の
様
子
な

ど
、
い
ろ
ん
な
所
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
、
ペ
ン
を
執
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

温
泉
は
、
湧
出
量
の
多
い
こ
と
、

湯
が
き
れ
い
な
こ
と
、
源

泉
か
け
流
し
と
、「
美
人

の
湯
」
と
も
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。温
泉
街
の
中
心
、

高
湯
通
り
を
歩
い
て
い
く

と
鳥
居
が
見
え
て
き
て
、

長
い
石
段
を
登
り
始
め
る

と
川
柳
坂
と
い
わ
れ
る
灯

ろ
う
が
並
び
、
川
柳
が
楽

し
め
ま
す
。
さ
ら
に
登
る

と
酢
川
温
泉
神
社
（
毎
年

六
月
二
十
六
日
例
大
祭
が

開
催
さ
れ
る
）
へ
着
く

と
温
泉
街
を
眺
め
ら
れ
ま

す
。

　

高
湯
通
り
に
は
三
ヶ
所

の
共
同
浴
場
が
あ
り
、
上

の
方
か
ら
上
湯
、川
原
湯
、下
湯
（
足

湯
あ
り
）
最
近
き
れ
い
に
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
入
浴
施
設
と

人
気
の
い
が
も
ち
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

料
理
、
か
ら
か
ら
汁
な
ど
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
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定
年
退
職
後
、
北
山
形
駅
前
運
転
者
会

の
広
報
担
当
に
携
わ
る
事
十
年
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
毎
日
が
車
と
共
に
生
活
し

て
お
り
ま
す
。
交
通
安
全
を
通
し
、
明
る

い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
と
思
い
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

七
月
に
北
部
公
民
館
で
第
九
回
高
齢
者

交
通
安
全
教
室
が
安
協
よ
り
講
師
を
招
き

五
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
策

◦�

身
体
機
能
は
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
衰

え
ま
す
。
こ
れ
を
自
覚
す
る
こ
と
。

◦
自
分
本
位
の
運
転
は
し
な
い
こ
と
。

◦�

ゆ
ず
り
、
ゆ
ず
ら
れ
、
心
に
ゆ
と
り
を

持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

◦�

運
転
を
誤
れ
ば
自
分
や
家
族
が
一
瞬
に

し
て
不
幸
に
陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
交
通
事
故
死
者
の
半
数
以
上

を
高
齢
者
が
占
め
、
事
故
件
数
も
昨
年
度

よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た

高
齢
者
自
身
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
私

た
ち
み
ん
な
が
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
地
域
全
体
で
取

り
組
み
ま
す
。シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
、

今
日
も
無
事
故
で
安
全
運
転
を
！

　

私
た
ち
の
住
む
北
町
は
、
八
月
二
日

（
土
）
天
狗
橋
公
園
に
お
い
て
、
今
年
第

四
十
四
回
夏
祭
り
を
開
催
し
た
。
天
候

に
恵
ま
れ
夏
の
夜
の
ひ
と
時
を
多
く
の

方
々
、
家
族
と
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

町
内
会
長
を
先
頭
に
町
内
の
役
員
の
皆

様
、
婦
人
部
の
皆
様
方
に
よ
る
打
ち
合
わ

せ
や
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

私
も
そ
の
一
員
に
入
れ
て
頂
き
、
各
区

地
域
の
事
業
体
の
皆
様
の
協
賛
金
を
掲
示

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
用
紙
に
筆
で
書

く
お
役
目
を
頂
い
た
。
一
区
か
ら
四
区
ま

で
多
大
な
事
業
体
の
協
賛
を
頂
く
こ
と
が

出
来
た
。

　

当
日
は
、
公
民
館
に
て
早
朝
か
ら
模
擬

店
を
出
す
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、イ
カ

ポ
ッ
ポ
、焼
き
鳥
、焼
き
そ
ば
な
ど
壮
年
の

方
々
や
、
婦
人
部
の
方
が
手
際
よ
く
準
備

さ
れ
る
姿
に
び
っ
く
り
し
た
。

　

多
く
の
方
の
真
心
を
見
せ
て
頂
き
、
ビ

ア
パ
ー
テ
ィ
ー
、
納
涼
盆
踊
り
と
に
ぎ
や

か
な
町
内
結
束
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

他
の
町
内
で
は
、
こ
れ
だ
け
大
々
的
に

行
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
聞
い
て
い
な

い
。
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
う
。

第
三
地
区

�

大
束
　
了
一

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
て

第
七
地
区

�

星
川
真
知
子

北
町
夏
祭
り
に
参
加
し
て
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私
は
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
海
の
船
釣
り

を
趣
味
と
し
て
お
り
、
主
に
庄
内
沖
や
新

潟
沖
が
漁
場
で
す
。

　

魚
種
と
し
て
は
、
春
は
メ
バ
ル
、
ソ
イ

な
ど
で
、
夏
は
主
に
真
鯛
で
す
。
ま
た
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
サ
ワ
ラ
、ワ
ラ
サ
、

真
ダ
ラ
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
絶
好
調
で
、
鯛
、
ワ
ラ
サ
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
百
リ
ッ
ト
ル
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
一
杯
に
な
る
ま
で
釣
り
ま
し

た
。
刺
身
や
、
切
り
身
を
味
噌
漬
け
に
し

て
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
前
は
、
宮
城
県
の
歌
津

町
の
沖
合
い
で
真
ダ
ラ
釣
り
を
し
て
、
竿

頭
（
船
中
で
一
番
釣
っ
た
人
）
に
も
な
っ

た
り
し
た
の
で
す
が
、
今
は
行
く
機
会
も

な
く
な
り
、大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
釣
果
は
さ
ほ

ど
で
も
な
い
の
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
大
漁

の
話
が
伝
わ
っ
て
き
て
お
り
、
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
息
子
が
札
幌
に
転
勤
に
な
り
、
こ

の
度
孫
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
妻
・
娘
家

族
と
北
海
道
旅
行
を
し
て
き
た
。
私
も
若

い
頃
仕
事
で
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
何
十
年
ぶ
り
に
来
て
み
る
と
ま
た

一
味
違
っ
た
気
持
で
楽
し
か
っ
た
。

　

小
樽
、
旭
山
動
物
園
、
美
瑛
、
富
良
野
、

札
幌
テ
レ
ビ
塔
、
朝
市
、
ひ
つ
じ
が
丘
の

コ
ー
ス
で
、
初
日
は
電
車
で
、
二
・
三
日

目
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
移
動
。
北
海
道
は
、

果
て
し
な
く
ま
っ
す
ぐ
道
路
が
続
き
見
渡

す
限
り
の
草
原
、さ
す
が
北
海
道
は
広
い
。

海
外
に
よ
く
出
張
す
る
娘
の
夫
は
ド
イ
ツ

の
風
景
に
そ
っ
く
り
だ
と
言
い
ド
イ
ツ
に

行
っ
た
気
分
を
ち
ょ
っ
と
味
わ
う
。

　

北
海
道
と
い
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
「
食
」。

海
鮮
丼
に
始
ま
り
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、寿
司
、

日
本
一
の
ラ
ー
メ
ン
と
息
子
夫
婦
が
美
味

し
い
所
を
予
約
し
て
く
れ
て
旨
み
を
堪
能

し
、観
光
、食
共
に
と
て
も
満
足
し
て
帰
っ

て
き
た
。
一
日
一
万
歩
以
上
も
歩
き
健
康

で
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
も
実
感
、
健

康
で
い
る
限
り
働
か
せ
て
も
ら
い
、
た
ま

に
旅
行
も
計
画
を
立
て
て
そ
れ
を
楽
し
み

に
し
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
過
ご
せ
た
ら

と
思
う
。

鈴
川
三
地
区

�

庄
司
　
　
豊

家
族
旅
行

西
部
地
区

�

渡
邊
　
幸
夫

今
年
も
大
漁
？

ひつじが丘展望台
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滝
山
一
地
区

　

高
橋
　
正
義

　

心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
山
を
歩
き
、
生
涯
学
習
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
講
座
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
と

い
う
高
橋
さ
ん
に
次
の
よ
う
に
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
生
ま
れ
は
東
京
で
す
が
、
仕
事

の
関
係
で
山
形
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
移

り
住
ん
で
か
ら
約
五
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

山
形
の
四
季
は
移
り
変
わ
り
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
春
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉
は
心

を
和
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

仕
事
一
筋
だ
っ
た
自
分
に
は
仕
事
以
外

の
仲
間
も
親
戚
も
少
な
く
、
も
っ
と
幅
広

く
お
付
き
合
い
が
し
た
い
も
の
だ
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
仕
事
に
も
挑
戦
し

な
が
ら
、
仲
間
と
一
緒
に
好
き
な
山
登
り

を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

山
登
り
と
い
っ
て
も
本
格
的
な
登
山
で

は
な
く
、
近
在
近
郷
の
里
山
を
歩
く
こ
と

や
上
山
の
ク
ア
オ
ル
ト
（
気
候
性
地
形
療

法
）
へ
の
参
加
で
す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健
康
ジ
ム
に
も
通
い
な

が
ら
体
力
の
維
持
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
生
涯
学
習
と
し
て
興
味
や
関
心
の

あ
る
い
く
つ
か
の
講
座
な
ど
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界

と
日
本
」
や
「
地
域
振
興
と
文
化
財
保

護
」
の
講
座
で
は
、
若
い
講
師
か
ら
世
界

の
事
情
や
キ
ト
ラ
古
墳
の
管
理
な
ど
の
話

を
聞
い
た
り
、
公
民
館
の
「
歴
史
の
散
歩

道
」
で
は
地
域
の
歴
史
を
学
び
、
見
聞
を

広
め
て
お
り
ま
す
。

　

退
職
す
る
頃
か
ら
「
パ
ソ
コ
ン
日
記
」

を
つ
け
て
い
ま
す
。
内
容
は
日
々
の
出
来

事
を
書
き
こ
ん
で
い
る
だ
け
で
す
が
、
こ

れ
は
現
役
時
代
に
培
っ
た
パ
ソ
コ
ン
技
術

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　

こ
う
し
た
心
身

の
健
康
維
持
と
認

知
症
予
防
に
努
め
、

生
涯
現
役
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

　
七
月
二
十
九
日
、
今
年
度
最
初
の
女
性
部
会
事
業
で
あ
り
ま
す
講
習
会
「
ニ
ッ

ト
で
作
る
か
ん
た
ん
針
刺
し
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
役
員
の
古
林
キ
ヨ

子
さ
ん
と
安
達
つ
や
子
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。
お
二
人
は
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る

企
画
を
と
心
が
け
て
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
参
加
者
の
感
想
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
講
師
の
先
生
が
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
、
大
変
良
か
っ
た
」「
久
々
に
針
を
手
に

し
て
、
出
来
あ
が
っ
た
作
品
に
満
足
」「
も
う
一
つ
挑
戦
す
る
」「
創
作
展
示
即
売

会
や
、
文
化
祭
に
も
ぜ
ひ
出
品
し
た
い
」
こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
前
向
き
で
意
欲

的
な
声
を
お
聞
き
し
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
講
習
会
後
の
昼
食
会
で
は
、
手
作
り
の
水
よ
う
か
ん
や
、
き
ゅ
う
り
の

漬
物
、
煮
物
な
ど
心
の
こ
も
っ
た
品
々
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
な
に
よ
り
も
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
後
も
女
性
部
会
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
、
会
員
の
も
つ
能
力
を
生
か

し
な
が
ら
、
会
員
と
役
員
の
相
互
関
係
を
深

め
、
仕
事
上
の
課
題
等
を
話
し
合
い
、
解
決

の
場
と
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、十
月
に
外
部
講
師（
賛

助
会
員
）
を
招
い
て
、「
ゴ
ミ
減
量
の
お
話

と
知
っ
て
便
利
な
の
し
袋
の
使
い
方
」
の
講

演
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
後
日
、
ご
案

内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
女
性
部
一
同
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
会
だ
よ
り

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り
　
技
あ
り
　
心
あ
り

女
性
部
会
長
　
村
田
せ
つ
子

生
涯
現
役
を
目
指
し
て
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（７月１日～９月30日まで）
第
二
地
区	

齋
藤　

憲
二

	

土
屋　

紘
治

第
三
地
区	

田
中　

孝
男

	

叶
内　
　

進

第
六
地
区	

那
須　

博

西

地

区	

髙
橋　

英
俊

	

大
築　

芳
信

	

三
澤
し
づ
ゑ

第
九
地
区	

近
野　

正
弘

第
十
地
区	

秋
葉　

雅
弘

鈴
川
一
地
区	

栗
田
美
代
子

鈴
川
三
地
区	

前
田　

義
信

千
歳
地
区	

田
中　

き
を

	

佐
藤　

保
嘉

飯
塚
・
椹
沢
地
区	

長
岡　

文
男

東
沢
地
区	

紅
谷　

隆
志

滝
山
一
地
区	

梅
津　

孝
則

	

齋
藤　

重
男

滝
山
二
地
区	

山
田
三
千
男

	

白
崎　
　

康

金
井
地
区	

横
山　

久
治

	

原
田　
　

博

蔵
王
地
区	

栗
田　

久
夫

南
山
形
・
本
沢
地
区	

古
内
の
り
子

南
沼
原
地
区	

常
川　

友
志

	

廣
部　

康
夫

	

大
川　

博
美

	

赤
城　
　

博

　

お
盆
が
過
ぎ
た
の
に

再
び
真
夏
日
到
来
。
蒸

し
暑
さ
を
感
じ
な
が
ら

も
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル

程
の
立
地
に
所
在
す
る

野
草
園
に
着
く
と
心
地

よ
い
空
気
の
流
れ
を
感

じ
る
。
平
地
と
の
温
度

差
が
二
、
三
度
あ
る
ら

し
い
。
管
理
事
務
所
を

訪
ね
て
取
材
の
件
を
申

し
出
る
と
、「
シ
ル
バ
ー

の
方
は
大
変
仲
が
良
く
、

良
い
仕
事
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。」
と
園
長
さ
ん
か
ら
の
嬉

し
い
言
葉
に
、
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　

二
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
広
大

な
野
草
園
は
山
の
中
。
野
草
園
全
体

の
管
理
作
業
を
シ
ル
バ
ー
会
員
四
名

（
シ
フ
ト
制
）
で
、
三
月
の
除
雪
作

業
を
皮
切
り
に
季
節
ご
と
の
草
花
の

種
蒔
き
、
定
植
、
除
草
、
消
毒
、
堆

肥
作
り
な
ど
十
一
月
末
ま
で
続
く
と

い
う
。
点
在
す
る
各
施
設
へ
の
道
路

は
舗
装
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど

の
広
さ
を
歩
い
て
移
動
か
、
と
首
を

か
し
げ
て

い
た
と
こ

ろ
、
数
台

の
バ
イ
ク

の
エ
ン
ジ

ン
の
音
が

静
か
だ
っ

た
山
に
こ

だ
ま
し
た
。

就業会員を訪ねて
渡辺正明・加藤 裕・本木康晴（山形市野草園）

　

バ
イ
ク
の
荷

台
に
は
刈
払
機
、

竹
ぼ
う
き
が
積

ん
で
あ
る
。
な

る
ほ
ど
、
当
日

の
作
業
工
程
に

従
っ
て
、
バ
イ

ク
で
の
移
動
だ

と
気
が
付
い
た

と
き
、
改
め
て
二
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い

う
野
草
園
の
広
さ
を
感
じ
た
。

　

十
時
の
休
憩
時
間
に
話
を
伺
っ
た
。
就

業
歴
七
年
を
迎
え
た
渡
辺
さ
ん
、
野
草
園

す
べ
て
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
感
じ
だ
。

以
前
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
園
芸
を
担
当

さ
れ
て
い
た
と
い
う
加
藤
さ
ん
。
仕
事
の

内
容
は
似
て
い
る
よ
う
だ
が
原
種
を
扱
う

所
な
の
で
、
大
事
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
施
設
の
重
要
性
を
感
じ
さ

せ
る
話
を
伺
っ
た
。
今
日
で
就
業
四
日
目

と
い
う
本
木
さ
ん
は
、「
何
も
わ
か
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
で
す
」
と
言
い
な
が
ら
メ

ン
バ
ー
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
が
外
で
の
作
業
。
猛
暑
の
中

で
も
雨
合
羽
、
マ
ス
ク
で
身
を
固
め
特
定

の
草
木
を
探
し
て
の
消
毒
作
業
は
大
変
な

仕
事
だ
。
蛇
に
出
会
っ
た
り
ハ
チ
に
刺
さ

れ
た
り
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
。
そ
れ
で
も
、

気
持
ち
い
い
汗
が
流
せ
て
毎
日
が
楽
し
い

と
笑
い
が
飛
び
交
う
。
今
日
刈
り
取
ら
れ

た
草
木
は
後
に
腐
葉
土
と
な
り
野
草
園
の

草
木
を
育
て
る
。
会
員
の
仕
事
が
こ
の
広

大
な
敷
地
に
花
を
咲
か
せ
実
を
実
ら
せ
る

の
だ
と
思
っ
た
ら
頭
が
下
が
っ
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）
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訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

三
澤　

弘
佳
さ
ん（
七
十
三
歳
）

（
西
地
区
）

山
本　

光
作
さ
ん（
五
十
九
歳
）

（
第
八
地
区
）

－ 10 －

（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　
十
月
二
十
日
（
月
）

　
十
一
月
二
十
日
（
木
）

　
十
二
月
十
九
日
（
金
）

■
入
会
説
明
会
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
十
月
十
六
日
（
木
）
二
十
三
日
（
木
）

　
　
　
三
十
日
（
木
）

　
十
一
月
六
日
（
木
）
十
三
日
（
木
）

　
　
　
二
十
日
（
木
）

　
十
二
月
四
日
（
木
）
十
一
日
（
木
）

　
　
　
十
八
日
（
木
）

　

女
性
の
入
会
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お

友
達
、ご
家
族
へ
勧
誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
就
業
相
談
日
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す

　
十
月
十
六
日
（
木
）

　
十
一
月
十
三
日
（
木
）

　
十
二
月
十
一
日
（
木
）

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

U
R

L：
http://w

w
w

.sjc.ne.jp/yam
agatashi/

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

■
地
区
研
修
会
に
�

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

本
年
も
各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
創
作
品
展
示
即
売
会

　

日
時
：
十
一
月
二
十
日（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
二
日（
土
）

　

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
二
階

�

（
互
助
会
文
化
祭
会
場
）

　

出
品
作
品
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。男
性
・
女
性
会
員
と
も
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
九
〇
―
六
二
五
五
―
五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生
し
た
場

合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡
し
す
る

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就
業
の
際
必
ず
携

帯
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

あ と が き
　

今
年
の
夏
は
、
山
形
が
燃
え
に
燃

え
た
。

　

五
月
に
六
魂
祭
の
開
催
で
は
、

三
十
万
人
超
の
人
が
集
ま
り
、
東
北

六
県
の
祭
り
を
堪
能
し
た
。

　

六
月
に
は
、
Ｄ
Ｃ
が
始
ま
り
、
県

内
各
地
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
Ｊ
Ｒ
で
は
世
界
初
の

『
と
れ
い
ゆ
』
に
行
列
、
左
沢
線
に

Ｓ
Ｌ
が
走
り
、
一
目
見
よ
う
と
フ
ァ

ン
が
集
ま
っ
た
。
知
事
は
四
千
五
百

万
人
を
目
指
す
と
大
き
な
数
字
を
掲

げ
た
。
観
光
地
は
大
変
な
賑
わ
い
を

み
せ
た
。

　

七
月
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
始
ま
り
、

桃
、
梨
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
こ
れ

か
ら
も
次
々
と
果
物
が
出
回
る
。

　

八
月
は
花
笠
ま
つ
り
が
大
勢
の
観

光
客
を
楽
し
ま
せ
た
。
三
日
目
は
中

止
に
な
っ
た
が
、
熱
い
夏
に
相
応
し

く
沿
道
の
掛
け
声
と
踊
り
手
の
熱
気

で
ゲ
ス
ト
も
み
ん
な
盛
り
上
が
っ
た
。

お
盆
を
迎
え
大
花
火
大
会
も
地
元
の

人
、
帰
省
客
と
昼
過
ぎ
に
花
火
の
場

所
取
り
を
し
て
、
夜
の
大
輪
に
酔
い

し
れ
た
。

　

九
月
は
大
芋
煮
会
で
客
は
山
形
の

味
を
堪
能
し
た
。

　

山
形
は
空
気
、
人
情
、
野
菜
、
果

物
、
魚
介
、
米
と
全
て
で
素
晴
ら
し

い
所
と
の
評
判
を
耳
に
し
た
。
山
形

は
、
Ｄ
Ｃ
も
終
わ
り
夏
か
ら
黄
金
の

秋
を
迎
え
る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、

二
十
六
年
度
総
会
を
終
え
新
体
制
が

発
表
さ
れ
役
員
の
意
欲
を
感
じ
た
。

　

益
々
重
視
さ
れ
る
Ｓ
Ｃ
を
永
遠
に

続
け
る
た
め
、
役
員
・
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
前
に
進
も
う
。

シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
一
一
五
号　
八
頁

　
「
地
区
班
の
編
成
」の
訂
正
に
つ
い
て

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
地
区
班
の
編

成
に
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
：
鈴
川
一
地
区
　
反
町
→
正
：
西
部
地
区
　
反
町

正
（
追
加
）：
鈴
川
一
地
区
　
双
月
町

誤
：
南
山
形
・
本
沢
地
区
　
東
山
形
一
～
二

正
：
東
沢
地
区
　
東
山
形
一
～
二

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

■
剪
定
が
で
き
る
会
員
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

剪
定
作
業
に
従
事
す
る
会
員
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
要
件
等

詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

※
就
業
相
談
で
も
受
け
付
け
ま
す
。


